
千葉大学医学部附属病院
感染症内科

クリニカルインディケーター

HIV/AIDS診療実績

術前感染症対策
71件

（17%）

感染症コンサルテーション実績
千葉大学病院の感染症内科は千葉県内のエイズ中核拠点病院の中
でも中心的な役割を果たしており、フォローされる感染者の数は
年々増加しております。
医師・看護師の他、HIV感染症薬物療法認定薬剤師、カウンセ
ラー、ソーシャル・ワーカーなどHIV診療に精通したスタッフが
連携して治療に当たっています。
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■累積患者数
■通院患者数

357件（83%）

感染症治療方針

感染症医はよく「ドクターのためのドクター」と呼ばれます。
当科では院内各部署から感染症の治療方針、抗菌薬の選択・使用
方法、術前の感染症対策などの相談を受けています。

患者数推移

感染症内科では真菌医学研究センターとのコラボレーションによ
り真菌症外来が2014年より始まりました。
また2016年より渡航外来（トラベルクリニック）が開きました。
マラリアの予防や各種予防接種、高山病対策など渡航に関する健
康相談を承っております。
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